
ギネス女王・斉藤志乃ぶの“私のボウリング人生”――後編

そうした「守りに入らな
い」姿勢も相まって、志乃
ぶプロはＶ60に到達した
92年、46歳にして年間6
勝を達成。これはプロ5年
目の75年と並ぶ自己最多
タイの記録だが、試合数は
当時より7減っていた（23
→16）ことを考えると、ま
さしくキャリアハイの数字
といえるだろう。

内通算70勝に到達する。
しかもその舞台となったの
は、通算10度目の優勝と
なる全日本女子プロ選手権
だった。
選手として積み上げてき

た偉大な数字は、否応なく
プロ協会内での立場も引き
上げていった。長く理事職
には就いていたが、02年
からは石川雅章、中山律子
両会長の下で副会長を2期
務める。万全でない体調で
要職にあったことも一因と
なったか、07年には再び
イップスを発症する。
2度目のときは重症でした。
ボールを持って歩き始めると、
毎回転びそうになるくらい怖く
て…。ひどいときはもう、自分
の心の中で実際に転んでしまっ
たほうがいいとさえ思うように
なっていました。

ングをやろうなんておか
しいでしょ』と思う自分が
いたこともある」と志乃ぶ
プロ。だが、自分がボウリ
ングを楽しむためだけに
真剣勝負のアプローチに
立つわけにはいかないと
いう、トッププロとしての
矜持は失っていない。
ボウリングは生涯ス

ポーツであり、永久シード
権は自身の努力で勝ち
取った立派な権利。今も
200台（202.17）の生涯
アベレージをキープして
いる志乃ぶプロに、恥じる
べきものはない。

前人未到の道を征く
デビュー11年目の1981
年（昭和56年）、志乃ぶプ
ロは初めて年間未勝利の屈
辱を味わう。いったい何が
あったのか。
当時はプライベートでいろい

ろあって…。試合に行けばゲー
ムに没頭して、イヤなことも忘
れられるかと思ったけれど、そ
んなに簡単なことじゃなかった
ですね（苦笑）。

心の傷がいえるには、そ
れ相応の時間が必要だった
のだろう。それでも明けな
い夜がないように、志乃ぶ
プロは徐々に本来の姿を取
り戻していく。翌82年6月
にはアメリカへ遠征してＵ
Ｓオープンを制し、帰国後
もシーズン終盤に3勝の固
め打ち。気が付けば同年は
国内の全試合で入賞し、年
間アベレージも初めて200
の大台を突破するなど、完
全復調を果たしていた。
83年は1勝にとどまる

も、84年には4勝してＶ
40に到達。そして85年8
月には、当時42勝で歴代
トップの座にあった須田開
代子プロ（1期）に、ついに
肩を並べる。
単独トップに立つ43勝

目を挙げたのは、同年12
月の第8回プリンスカップ。
くしくも須田プロが創設し
たＪＬＢＣ（ジャパンレ
ディースボウリングクラ
ブ）主催の大会だった。
以後、志乃ぶプロは前人

未到の道をひとり突き進ん
でいくことになる。勢いは
衰えず、86年からの5年間
でさらに14勝を積み上げ、
国内通算勝利数は57に。
その内訳には88～90年の
全日本女子プロ選手権3連
覇（通算7勝）も含まれる。
Ｖ50（87年11月に到達）
はたんなる通過点に過ぎな
かった。
80年代は、トーナメントに

向かう姿勢などがしっかりでき
てきた時代でしたね。人間的に
も少し成長して、選手会の幹事

を務めたりとか、業界全体にも
目が向くようになりました。
選手としては須田さんの数字

を抜くことが目標でしたが、須
田さんは当時から業界のために
尽力していて…。その立ち居振
る舞いとかを見て、自分なりに
勉強もしていたけれど、ただた
だ「すごい人だな」と（苦笑）。

90年代に入り、年齢が
40歳半ばを過ぎても、志
乃ぶプロは圧倒的な強さを
発揮し続けた。
新しい目標という意味では、

デビュー2年目からお世話に
なっているＡＢＳの渡邉保会長
が「次は60勝のパーティーやる
よ」とか「早く70勝してよ」な
んて、お会いするたびに声をか
けてくださって（笑）。そういう
区切りの数字には意識を置いて
いました。
あとは、毎試合ピッチを変え
たりもしていましたね。何かを
変えて、それに没頭することで
自分の気持ちをつなげていけれ
ばと思ったんだけど、実は飽
きっぽい性格なだけかも（笑）。
飽きっぽいし短気。変えて結果
を出すのが楽しくて。アドレス
を変えたり、マングース（リス
タイ）を着けて投げたこともあ
りました。

「難しいと思うけど、“次の1勝”を
　　　味わってみたい気持ちはあります」

どんなに傑出した記録を誇っていても、斉藤志乃ぶプロとて
生身の人間だ。人知れずプライベートな問題で悩んだり、スラ
ンプにもがき苦しみながら歩んできた道のりの先に、今の自分
がいる。そしてこの先も、まだまだ道は続いていく――。

さいとう・しのぶ／ 1948 年 9 月 5 日生
まれ、群馬県出身。161㌢ 57㌔、右投げ。
71 年プロ入り（3 期・ライセンス№64）。
通算 74 勝（米国での 2勝含む）。公認パー
フェクト3回。㈱アメリカンボウリングサー
ビス（ＡＢＳ）所属。

▲Ｖ60を達成した92年にＡＢ
　Ｓ主催で開催された祝賀パー
　ティーで謝辞を述べる志乃ぶ
　プロ（8月27日、品川プリンス
　ホテル）

▲92年群馬オープン優勝時の志乃
　ぶプロ。地元で63勝目を挙げた
　（11月22日、桐生スターレーン）

ちなみに、80年代半ば
以降の最盛期、ライバルと
して台頭してきたのは、金
田惠子（5期）、時本美津子
（7期）という、ともにデ
ビューから初勝利まで10
年以上を要した遅咲きの2
人だった。
私、時本さんには優勝決定戦

で10回勝っているんですよ。
球筋（ライン取り）が似ていた
から、成績がいいときは2人と
もよくて、対戦することが多
かったんです。このごろは「も
し私がいなかったらとっくに
40勝を超えてるのに、ゴメン
ね」なんて、笑いながら話して
ますけどね。
反対に金田さんとは球筋が

違って、打てるコンディション
も違ったので、決勝で当たった
数は案外少ないんです。

イップスとの闘い
93年、順風満帆だった
歩みが突じょ鈍り始める。
上位入賞はしても優勝に
は届かず、未勝利のまま
迎えた最終戦の全日本女
子プロ選手権でも、トップ
進出した決勝ラウンドで
まさかの失速。僅差の準
Ｖに泣き、81年以来2度
目の年間0勝に終わる。こ
のとき、最大11マーク差
を大逆転して優勝を飾っ
たのは「球筋が違う」金田
プロだった。
この敗戦が尾を引いた
のか、翌94年以降、志乃
ぶプロはイップスに悩ま
されるようになる。

「心に傷が入っちゃった」み
たいな感じなんですけど、アド
レスしても足が前に出ていかな
い（苦笑）。
そのころ「斉藤志乃ぶはどう

やってダメになっていくんだろ
う？」と考えたこともあります。
「ケガをするか、重篤な病気に
なるかかな」なんてね。それま
でダメになっていく自分を想像
したことがなかったから、怖
かったですね。

「それでもちょこちょこ
優勝することができた」の
は、まさに底力の証だろう。
年間1勝するかしないかで
大きくペースダウンはした
が、2002年にはついに国
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イップスで悩んだころよりは
ずいぶんマシになって、今はい
くらか自分のボウリングができ
そうに変わってはきています。
現実的には難しいと思うけど、
“次の1勝”を味わってみたい
気持ちはあります。

チャンスは大いにある
だろう。コロナ禍で今年は
中止になってしまったが、
ラウンドワングランドチャ
ンピオンシップにはグラ
ンドシニア部門があり、そ
こでの優勝は通算勝利に
も加算される。
そうですね。去年は時本さん

に2つ（ＪＰＢＡ決勝大会と
ファイナル）持っていかれちゃ
いましたからね（苦笑）。

ちょっぴり悔しさをにじ
ませた表情を見て確信し
た。斉藤志乃ぶはまだま
だやれる！

＜完＞

永久シードの葛藤
最後の優勝（国内通算

72勝目）は05年のジャ
パンオープン。
永久シード権を行使し

て毎年10大会前後のレ
ギュラーツアーに参戦し
ているものの、イップス
との長い闘いもあって、
以後は今日まで未勝利の
シーズンが続いている。
すでに古希を過ぎてい

ることを考えれば、それ
も当然の結果だろう。

ゴルフの杉原（輝雄。11年没）
プロが永久シードで、晩年もレ
ギュラーツアーに出ていたけれ
ど、成績は必ず下のほうだった。
あるとき、ゴルフをやっている
弟がテレビで杉原プロを見て
「出ても勝てないんだから、若
いヤツに道を譲ってやればいい
のに」と呟いたのを聞いて、「私
も周りのプロからそんなふうに
思われているのかな」なんて
思ったりして（苦笑）。
正直、葛藤はありますね。と

くに推薦をいただいて少人数の
大会に出るときは、すごく考え
る。自分が出ることでウエー
ティングの若い子が必ず1人、
弾かれるわけですから。それは
今の自分にまったく自信がない
証でもあるし…。

「還暦を過ぎたころに
『今さら昔みたいなボウリ
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